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アジア太平洋研究所（APIR）は2011年12月、政府や特定の企業グループに影響されない、アジア太平洋地域
を対象とした課題解決に貢献するシンクタンクとして発足。設立５周年を迎え、一層信頼され、役に立つシ
ンクタンクをめざすAPIRの2016年度の主な活動や今後の展開を紹介する。

APIRの研究活動

■ミッションと2015年度までの
　主な活動
　APIRは、日本・関西、アジアの
経済動向分析を中心とする研究テ
ーマだけではなく、政策立案やビジ
ネス戦略策定に際して示唆を与える
研究、時宜に沿ったテーマを自主研
究として設定し、研究活動を行って
いる。これまで環太平洋経済連携
協定（TPP協定）、インバウンド、女
性活躍推進などのテーマを扱うほ
か、うめきた開発を市民・利用者の
視点で検討する「うめきた研究会」
を開催するなど、ビジネスに直結す
る活動を進めてきた。
　また、宮原秀夫所長や林敏彦研
究統括らのもと、外部の研究者を招

聘
へい

した研究会などの開催を通じて、
専門分野の枠を越えた研究者間の
連携強化をはかっている。
　研究成果は、年４回の機関誌「A
PIR Now」やホームページ等で発
信しているほか、2015年度からは政
策提言「Policy Brief」を発表し、
注目を集めている。昨年２月には、
宮原所長が関西財界セミナーにて留
学生増加に向けた提言等を行った。
■2016年度研究テーマ
　2016年度は経済界や行政などの
ニーズをふまえ、９件の新規テーマ
を含む18の研究テーマを設定した

（表）。
　「インバウンド先進地域としての
関西」では、関西をツーリズム先
進地域とするための長期的な観光
投資戦略のあり方に関する検討を
行っている。昨年７月には、関西

国際観光推進本部等とともに、田
村明比古 観光庁長官を招いてセミ
ナーを開催し、インバウンド誘致
に向けた戦略立案に関する情報を
提供した。
　関経連との共同研究である「関
西の大学のあり方」については、少
子化や厳しい財政状況をふまえた
上で、産学連携のあり方にテーマを
絞り、大学と経済界との意見交換
を通じて関西の大学が抱える課題
を明確にし、解決の方向性を探って
いる。
　「都市におけるIoTの活用」につ
いては、スマートシティの具体的な
イメージとして「うめきた２期」と
同程度の都市規模を想定し、シス
テムや社会デザインの指針を示すこ
とをめざして検討を進めている。
　また、「エネルギーミックス構築、
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地球温暖化目標達成に向けた対応」
として、関経連とともに、年４回程
度、地球温暖化に関する政策の最新
動向などのテーマでセミナーを開催
している。

関西経済白書の発行と
AOYA会議

　APIRの研究成果を体系的に取
りまとめたものとして、関西経済白
書『アジア太平洋と関西』を毎年発
行している。
　本書のPartⅠでは、「中国依存か
ら脱却するアジア太平洋経済」を

取り上げ、中国経
済の減速とその影
響、TPP協定など
の経済連携、変化
が見込まれるアジ
アの産業と関西経
済の関係等を分析
した。

　PartⅡでは、「日本のフロントラ
ンナーへ、関西」と題して、関西経
済のふり返りと展望などを考察し
た。関西が中長期的に日本のフロン
トランナーとなるためには、ICTや
ロボット活用による生産性の向上、
女性就業率の引き上げ、健康・医

療産業やインバウンドツーリズムの
育成・発展が重要と指摘している。
　また、今年度の新たな試みとして、
10月21日（金）と22日（土）の２日
間、鳥取市内にあるダイキン工業の
人材教育拠点ダイキンアレス青谷に
て、「真の情報源」の創生をめざす

「APIR AOYA会議」を開催。既
存の経済分析だけではとらえきれな
い課題を取り上げ、多様な分野の
最先端で活躍する７名の有識者と
の議論を通じて、APIRの今後の研
究の方向性や新しい経済社会の研
究のあり方等を模索した。
　AIやIoTの技術の進化の行方や
社会のあり方にまで議論は及び、現
在優位にある日本のものづくり技術
といえども、政策次第では遅れをと
りかねないという危機感に共鳴する
など、実践的なディスカッションが
行われた。会員企業参加者からも好
評で、来年度も実施する予定である。

今後の展開

　APIRの研究成果を関西経済の
活性化につなげていくためには、ア
ジア太平洋地域の政治・経済的環
境変化をふまえながら、関西経済と
の結びつきを強める研究、日本・関
西企業のアジア進出を見据えた研
究、そして関西の成長産業・経済的
課題（IoT、ツーリズム、健康・医
療等）に焦点を当てた研究に取り組
むほか、タイムリーな日本・関西の
経済分析・予測を行うことが不可欠
である。
　「APIR Now」、ホームページ、
メールマガジン等で研究成果を効
果的に発信することはもちろん、政
府・自治体・領事館などの公的機
関への情報提供や企業での研究成
果の活用などを通じて、APIRのプ
レゼンスを向上させていく。それに
より、会員増加、研究体制の強化に
繋げ、一層価値のある研究成果を
生み出すという好循環を実現する。

（企画広報部 西川敬三）

APIR AOYA会議の様子

　11月15日（火）、「設立５周年記念シンポジウム―アジア太平洋と関西―」をグランフロント大阪にて開催し、
約300名が出席した。宮原所長は、「APIR自らが課題抽出を行い、その課題に対する世間の関心度を高め、解
決策を模索するムーブメントを起こす。関経連や会員企業との関係をより密に
し、信頼され、役に立つシンクタンクとして成長していきたい」と意気込みを
語った。
　続いて、猪木武徳 APIR研究統括が「地政学的に見た日本経済の過去と未来」
をテーマに基調講演を行い、「経済の動きを予測する場合に地政学的な観点を軽視
してはならない。アジアの地政学的な重要性は高まっており、日本は中国や
ASEANとどのような経済関係を結ぶかを考えていくべきである」と指摘。その後、
木村福成 慶應義塾大学教授をコーディネーターとして「アジア太平洋の今とこれ
から」をテーマとするパネルディスカッションを行った。
　引き続き開催されたパーティーでは、角和夫 関経連副会長がAPIRの強みとし
てうめきたに立地していることを挙げ、「国際的な知的人材や情報の集積・交流拠
点として発展が期待されるうめきたを拠点に、日本を代表するシンクタンクとして
一層飛躍してほしい」と期待を述べた。

■設立５周年記念シンポジウム・パーティー


